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C O N T E N T S

　

安
倍
内
閣
が
発
足
し

た
。
女
性
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
数
人
の
飲
み
会
日
程

調
整
の
渦
中
で
起
き
た

サ
プ
ラ
イ
ズ
人
事
が
、

大
田
弘
子
氏
の
経
済
財
政
担
当
相
。
急き

ゅ
う
き
ょ遽
、
新

大
臣
抜
き
で
、
応
援
団
飲
み
会
に
切
り
替
え
た
。

　

も
う
1
人
の
女
性
大
臣
、
高
市
早
苗
氏
は
沖

縄
・
北
方
担
当
の
ほ
か
、
少
子
化
・
男
女
共
同

参
画
担
当
も
兼
務
。
日
ご
ろ
夫
婦
別
姓
反
対
派

で
知
ら
れ
る
。
前
任
大
臣
の
猪
口
邦
子
氏
と
の

政
策
不
連
続
は
明
ら
か
だ
。
と
は
い
え
ポ
ス
ト

小
泉
を
争
っ
た
3
候
補
は
、「
少
子
化
問
題
」

を
激
論
し
て
も
、
ど
な
た
も
女
性
政
策
に
触
れ

て
い
な
か
っ
た
か
ら
規
定
路
線
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

政
治
と
無
縁
な
大
学
に
は
蝉せ

み

の
声
と
交
代
で

キ
ャ
ン
パ
ス
に
女
子
学
生
の
高
い
声
が
戻
っ
て

き
た
。
そ
ん
な
研
究
室
に
、
日
銀
時
代
に
世
話

に
な
っ
た
元
山
形
事
務
所
長
宮
坂
不
二
生
氏
が

尋
ね
て
き
た
。
知
る
人
ぞ
知
る
日
銀
に
お
け
る

変
人
、
逸
材
で
あ
る
。

　

山
形
着
任
で
自
然
・
風
土
、
文
化
す
べ
て
の

と
り
こ
に
な
っ
た
。
だ
が
、
豊
か
な
地
域
は

悠
々
た
る
最
上
川
を
抱
い
て
い
る
が
地
域
連
携

が
あ
ま
り
に
少
な
い
。
地
域
活
性
化
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
即
座
に
奔
走
し
た
。
1
年
に

わ
た
り
地
道
に
産
業
、
行
政
に
働
き
掛
け
、
つ

い
に
01
年
7
月
「
美
し
い
山
形
・
最
上
川
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
の
仕
掛
け
人
と
し
て
成
功
さ
せ
た
。

　

「
美
し
い
○
○
」
は
安
倍
首
相
よ
り
数
年
先

ん
じ
て
い
る
。
現
在
県
内
外
か
ら
支
持
者
約
5

千
人
、
3
6
0
の
企
業
・
N
P
O
が
会
員
に
な

っ
て
い
る
。
山
形
生
ま
れ
の
私
も
即
座
に
入
会

し
た
。

　

当
時
の
知
事
が
支
援
を
約
束
し
県
に
事
務
局

を
置
き
、
産
官
学
運
営
で
丸
5
年
に
な
る
。
ま

た
、
通
常
2
年
の
日
銀
人
事
を
地
元
財
界
の
大

物
が
直
訴
し
て
、
宮
坂
氏
は
5
年
強
も
駐
在
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
か
。

　

現
在
は
日
銀
を
退
職
し
て
第
2
の
職
場
に
あ

る
が
、
久
し
ぶ
り
に
あ
っ
た
顔
が
浮
か
な
い
。

聞
く
と
去
年
知
事
の
交
代
が
あ
り
、
今
年
に
な

っ
て
新
知
事
か
ら
県
財
政
悪
化
を
理
由
に
、
今

後
、
県
は
事
務
局
業
務
を
担
当
し
な
い
意
向
を

伝
え
て
き
た
と
い
う
。「
民
で
で
き
る
こ
と
は

民
で
」
と
言
い
放
つ
だ
け
と
い
う
。
ど
こ
か
で

聞
い
た
台せ

り
ふ詞
で
あ
る
。

　

組
織
づ
く
り
の
生
み
の
苦
し
み
は
や
っ
た
者

で
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。
だ
が
、
壊
す
の
は

一
瞬
で
あ
る
。
新
内
閣
発
足
に
よ
っ
て
、
こ
れ

か
ら
中
央
、
地
方
で
、
ま
た
壊
し
て
は
つ
く
る

作
業
が
始
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
壊
し
て
は
つ
く
る
」時
代

お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授　
篠
塚
英
子
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